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第 1章 創る Create
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図5 a)金属イオンの蛍光センシング (⑭は金属イオン)と
b)2-ヒ ドロキシトリプタンスリンの「生体の窓」での発光

おわりに一 「光る物質」を創りたい人達ヘー・

「光る物質」のお話は如何でしたか。弘前大学理工学部物質創成化学科で
は、授業科目に私の担当する「光化学」とい う講義があります。また、大
学院に進学すると「有機光化学特論」という更に高度な内容の講義もありま
す。特に、このレクチャーエッセイを読まれて、「光る物質」や「光化学」
に興味を持たれた高校生の皆さんは、是非弘前大学に進学して下さい。そし
て、一緒に「光る物質」を創りましょう l 皆さんと弘前大学でお会いでき
る日を楽しみにしています。
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